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看 護 学 生 の 生 活 習 慣
一質問紙による2回の実態調査の結果から-
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要 旨
この報告は､看護学生の健康度と生活習慣との関連 (第2報)に追補するものである｡245名の学生を
対象に生活習慣に関する質問紙を用いた調査を2回実施した結果､｢朝食｣｢間食｣｢外食｣｢塩分摂取｣｢栄
養のバランス｣｢飲酒｣｢喫煙｣｢生活リズム｣｢起床時刻｣の生活習慣において､健康習慣得点の高い学生と､
健康習慣得点の低い学生間では有意な差がみられた｡
また､｢喫煙｣や ｢塩分摂取｣など一部の生活習慣に関しては､ 1回目および2回目の調査で結果に相
違がみられた｡今回は､健康習慣得点の高い学生と低い学生の生活習慣に焦点をあて､その実態を詳細に
報告する｡
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Abstract
Tbisreportsupplementsthe "Correlationbetweenstudent-sHealthLevelsandtheirDailyLifeHabits(
theSecondReport)'.Twosurveyswereconductedeachtimebyusingaquesdonnaire,onthedailylife
habitsofatotalof245nursingstudents.
Theirresultsindicatedsignifcantdiferencebetweenstudentswithhigh healthhabitscoresand
thosewithlowerscoresinsuchdailyhabitareasasbreakfast,eatingbetweenmeals,eadngout,saltintake,
nutritionalbalance,alcoholintake,smoking,livngrhythm,anddmetogetup.
AndinsomeareassuchassmokingaJldsaltintake,diferenceswereobservedbetweentheresultsofthe
firstandsecondsurveys.TYlisreportwildescribethefindingsfromthetwosurveysindetail,focusingonthe
lifehabitsofstudentswithhigh healthhabitscoresandthosewithlowerscores.
Ibywords:nursingstudents,healthlevels,dailylifehabits,questionnaire,healthCare
Ⅰ.緒 看
健康の保持 ･増進において1次予防の重要性が指摘さ
れている1)｡看護の役割は､積極的に働きかけて人をよ
り安らかに整えていく営み2)であり､近い将来その役割
を担うであろう看護学生は看護の役割を理解していく上
において自らの健康に関心をもっこと3)が望まれる｡
しかし､看護学生の健康状態は､先行研究において明
らかにされているとおり､身体的訴えおよび精神的訴え
が多くみられ4)5)6)､一般女子学生に比べ､健康度は低
い7)､と指摘されている現状である｡
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一方､青年期にある看護学生の健康管理に関するカリ
キュラムはどのようになされているかと言えば､学校保
健法に準ずる形で､年に1回の定期健康診断が行われて
いるのみ8)である｡この定期的に行われる健康診断には
問診票への記入がなされる｡この問診票の本来の目的は､
学生の健康状態を把握するためのものである｡
そこで今回はまず､｢看護学生の健康度と生活習慣と
の関連 (第2報)｣ 9)で健康状態や健康への関心度に違
いがみられた健康習慣高得点群と健康習慣低得点群の学
生において､質問紙へ自己記入する方法による生活習慣
の実態を明らかにすることを目的とした｡
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なお､ここでいう健康習慣とは ｢様々な生活習慣のう
ち健康に有意に影響を及ぼしていると考えられる生活習
慣 :睡眠､朝食､栄養のバランス､間食､生活リズム､
飲酒､喫煙､運動､塩分｣10)と定義づける｡
Ⅰ.研究方法
1.対象 :0大学医学部附属看護専門学校生245名 (1
年生85名､2年生80名､3年生80名)
2.方法 :学生に現在の健康状態と生活習慣を知るため
に､質問紙に回答をしてもらうことを説明した｡調査は､
学年全体の傾向を知るためであり､データは統計的に処
理するため､個人の資料として公表されることはないこ
と､また､結果は個々に返却するために質問紙は記名式
での回答が必要であること､調査は1回目 (平成8年10
月)の結果を返却後に､再度2回目の調査を行うことを
説明し､調査協力はあくまでも学生の自由裁量に任せら
れたものであることを説明し､同意を得た｡質問紙はそ
の場で配布し､記入を依頼し､記入後に回収した｡
但し､2回目の調査を1ケ月後に実施することについ
ては､1回目の調査結果の返却による影響を比較､検討
する目的から､調査時期の予告はしていない ｡著者自身
は対象学校の元教師であるが､学生の成績や生活習慣に
は関与していない立場で調査を依頼した｡
3.調査内容 :桂らlo)の9つの健康習慣項目､および
それに準拠し作成した生活習慣に関する質問項目 (食事 :
17項目､排壮 :5項目､清潔 :5項目､活動 :4項目､
休息 :7項目､その他 :5項目)
4.分析方法 (今回の報告に関するもの):9つの健康
習慣項目を､桂ら10)の方法に基づき､望ましい健康習
慣と望ましくない健康習慣に分け､前者に1点､後者に
0点を配点し､合計点数を健康習慣得点とする (最高得
点9点､最低得点0点)｡さらに､健康習慣得点が5点
以上を健康習慣高得点群 (以下､A群)､2点以下を健
康習慣低得点群 (以下､B群)とし､6つ生活習慣別に
度数､百分率を算出した｡さらに､A群 ･B群の両群間
および1回目と2回目の調査結果に差があるのかをみる
ために､カイ2乗検定を行った｡
皿.結 果
回収数 (率)は､1回目241名 (98.8%)､2回目241
名(98.8%)であり､有効回答数 (率)は､1回目:1
年生84名 (98.8%)､2年生80名 (100%)､3年生77名
(96.3%)で､2回日:1年生84名 (98.8%)､2年生
め名 (10%)､3年生77名 (艶.3%)あった｡平均年齢は､
19.87±1.69歳､性別は全員が女性である｡健康習慣高
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得点群 (A群)は､31名 (12.9%)､健康習慣低得点群 (B
秤)は､62名 (25.7%)であった｡A群の平均年齢は､
19.42±0.95歳､B群の平均年齢は､19.37±1.05歳であ
った｡
1.健康習慣高得点群 (A群)と健康習慣低得点群 (B
群)の日常生活習慣の比較
1)食事 (表1-1･2)
1回目の調査結果では､ ｢朝食｣は､A群が主食と
副食をきちんと食べる傾向があるのに対し､B群は時々
食べないことがあったり､食べない傾向があった
(p<0.001)｡｢夕食｣は､両群とも半数以上が家族揃っ
て食べることがほとんどない傾向がみられた｡｢嫌いな
食品｣は､両群ともあまりない傾向がみられた｡｢食事
を残した時の注意｣は､両群とも注意される傾向がみら
れた｡｢朝食時のテレビ視聴｣は､両群とも6割強がつ
けなかったり､つけてあっても見ない傾向がみられた｡｢夕
食時のテレビ視聴｣は､A群で6割強､B群で7割強が
見る傾向がみられたが差はみられなかった｡｢間食｣は､
ときどきするがA群29.0%､B群62.9%､ほとんどしな
いがA群48.4%､B群 4.8%でA群の半数ちかくがほと
んどしないのに対し､B群は摂取する頻度が有意に多か
った (p<0.001)｡｢お茶 ･牛乳以外の飲み物｣は､A群
がB群よりも有意に飲用する傾向がみられた (p<0.防).
｢外食｣は､A群がB群よりも有意に頻度が少なかっ
た (p<0.01)が､詳細にみると､A群は､しないもの
が3.2%､B群はいなかった｡ほとんどしないは､A群
48.4%､B群21.0%であった｡｢塩分｣は､A群がB群
よりも有意に控えていた (p<0.001)が､詳細にみると
控えていると答えたものはA群51.6%､B群1.6%であ
った｡｢栄養のバランス｣では､A群の方が､かなりよ
いと自覚しており､B群は偏食を自覚している傾向がみ
られた (pd).の1)が､詳細にみると偏食と答えたものは､
A群は3.2%､B群は訂.4%であった｡｢1ケ月の体重増減｣
は､両群とも半数以上が1-2kgの増減があり､差はみ
られなかったが､詳細にみるとB群の3.3%が5kg以上
の増減があったと答えていた｡｢食事回数｣は､両群と
も3食は2割前後しかおらず､1-2食と答えたものが
多かった｡
｢水分摂取量｣は､両群ともコップ3杯以上-100cc
が6割で最も多く､差はみられなかった｡｢飲酒｣は､
A群に比してB群に飲む傾向がみられた (p<0.01)が､
詳細にみると飲まないがA群48.4%に比し､B群は4.8
%であった｡｢喫煙｣は､A群が全員吸ったことがなか
ったのに対し､B群は､毎日吸うが14.5%であり､吸っ
たことがないが72.6%であったが (p<0.05)､詳細にみ
ると､毎日吸うがA群は0%に対し､B群は14.5%､吸
っていたが最近止めたが4.8%であった｡｢食べること-
の欲求｣は､両群とも約9割がない傾向がみられた｡
2回目の調査結果では､｢朝食｣は､A群が主食と副
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表1-1 食事に関する生活習情におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群∩-31 B 群∩-62 A 群∩-31 B 群∩-62
<食事> 1回目調査 2回目調査
朝食 主食と副食をきちんと食べる 16(51.6) 9(14.5) 14(45.2) 8(13.0)
パンと牛乳または紅茶など簡単な朝食が多い 14(45.2)21(33.9) 16(51.6)26(41.9)
時々食べないことがある 1(3.2)21(33.9) 1(3.2)18(29.0)
食べない 0(0.0)ll(17.7)｣ ***一一｣ 0(0.0)10(16.1)｣ ***｣
夕食 ほとんど毎日家族揃って食べる 9(29.0) 8(12.9) 6(19.4) 7(ll.3)
過3日以上家族揃って食べる 6(19.4) 6(9.7) ll(35.5)15(24.2)
家族揃って食べることはほとんどない 10(32.3)24(38.7) ll(35.5)19(30.6)
家族揃って食べない 6(19.4)24(38.7) 3(9.6)21(33.9)
嫌いな食品 たくさんある 2(6.4) 4(6.5) 2(6.4) 5(8.1)
少しある 7(22.6)25(40.3) 8(25.8)28(45.2)
あまりない ll(35.5)23(37.1) 10(32.3)18(29.0)
ない ll(35.5)10(16.1) ll(35.5)ll(17.7)
食事を残し よくある 9(29.0)19(30.6) 13(42.0)ll(17.7)
た時の注意 ときどきある 8(25.8)17(27.4) 6(19.4)21(33.9)
あまりない 7(22.6)13(21.0) 9(29.0)13(21.0)
ない 7(22.6) 13(21.0) 3(9.6)17(27.4)
朝食時の いつも見る 10(32.3)16(25.8) 12(38.7)15(24.2)
テレビ視聴 時々見る 1(3.2) 7(ll.3) 0(0.0)10(16.1)
常時つけてあるが見ない 3(9.7) 5(8.1) 4(12.9) 5(8.1)
つけない 17(54.8)34(54.8) 15(48.4)32(51.6)
夕食時の いつも見る 12(38.7)27(43.5) 14(45.2)26(41.9)
テレビ視聴間食お茶 .牛乳 時々みる 8(25.8)20(32.3) 7(22.6)19(30.6)
常時つけてあるが見ない 2(6.5) 4(6.5) 2(6.4) 4(6.5)
つけない 9(29.0)ll(17.7) 8(25.8)13(21.0)
ほとんど毎日する 7(22.6)20(32.3) 8(25.8)20(32.3)
ときどさする 9(29.0)39(62.9) 16(51.6)38(61.3)
ほとんどしない 15(48.4) 3(4.8) 6(19.4) 4(6.5)
しない飲まない 0 00 00｣ ***｣2 65 ll 177 1 32 0 0｣ n.S.｣6 97
以外の 時々飲む 1(3.2)13(21.0) 1(3.2) 9(14.5)
飲み物外食塩分栄養の いつも少し飲む 24(77.4)36(58.1)26(83.9)43(69.4)
いつもたくさん飲むよくする 4(12.9) 2(3.2)｣ * ｣3 97 19 306 3(9.7)｣ n.6 14 4(6.4)～.-｣20 323
ときどきする 12(38.7)30(48.4) 9(29.0)35(56.5)
ほとんどしない 15(48.4)13(21.0) 16(51.6) 5(8.1)
しない控えている 1(3.2) 0( 0.0)｣ **｣16 516 1 16 0(0.0) 2(3.1)｣ ***-.｣8 258 4 64
ときどき控える 10(32.3)19(30.6) 12(38.7)16(25.8)
ほとんど控えない 4(12.9)21(33.9) 7(22.6)18(29.0)
控えていないかなりよい 1 32 21 339｣ ***-.｣12 387 0 00 4 12 24 387｣ **｣7 26 0 00
バランス 少しよい 7(22.6)17(27.4)13(42.0)18(29.0)
時々偏食 ll(35.5)28(45.2) 10(32.3)33(盟.3)
A群 :健康習慣高得点群
B群 :健康習慣低得点群
食をきちんと食べる傾向があるのに対し､B群は時々
食べないことがあった り､食べない傾向があった
(p<0.001)0｢夕食｣は､家族揃って食べない傾向がA
群は45.1%に比し､B群は64.5%みられたが､有意な差
は認められなかった｡｢嫌いな食品｣は､どちらかとい
えばない傾向は､A群が67.8%､B群は46.7%で差はみ
られなかった｡｢食事を残した時の注意｣は､両群とも
どちらかというと注意される傾向がみられた｡｢朝食時
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のテレビ視聴｣は､両群とも6割強がつけなかったり､
つけてあっても見ない傾向がみられた｡｢夕食時のテレ
ビ視聴｣は､A群で6割強､B群で7割強が見る傾向が
みられたが差はみられなかった｡｢間食｣は､ときどき
するがA群は51.6%､B群は61.3%､ほとんどしないが
A群19.4%､B群6.5%で摂る傾向があると答えたものは､
A群が77.4%､B群は93.6%で､両群間に差はなかった｡
｢お茶 ･牛乳以外の飲み物｣は､両群とも7割以上が飲
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表1-2 食事に関する生活習情におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群∩-31 B 群∩-62 A 群∩-31 B 群n-62
<食事> 1回目調査 2回目調査
1ケ月の 5kg以上 0 (0.0) 2(3.3) 0( 0.0) 0( 0.0)
体重増減 3-4kg 1(3.2) 9(14.5) 2(6.4)ll(17.7)
1-2kg 17(54.8)34(54.8)18(58.1)31(50.0)
1kg以下 13(42.0)17(27.4)ll(35.5)20(32.3)
食事回数 4食以上 0( 0.0) 0(0.0) 0 ( 0.0) 0(0.0)
3食 6(19.4)13(21.0) 2(6.5)10(16.1)
1-2食 24(77.4)41(66.1)28(90.3)44(71.0)
食べない 1(3.2) 8(12.9) 1(3.2) 8(12.9)
水分摂取量 ほとんど飲まない 0(0.0) 0(0.0) 2(6.4) 1(1.7)
食事時にコップ1杯 (20cc)程度 9(29.0)15(24.2)ll(35.6)ll(17.7)
コップ3杯以上-100cc 20(64.5)38(61.3)16(51.6)39(62.9)10Occ以上 2(6.5) 9(14.5) 2(6.5)ll(17.7)
飲酒 ほとんど毎日飲む 0(0.0) 1(1.7) 0(0.0) 0(0.0)
時々たくさん飲む 2(6.4)18(29.0) 2(6.4)21(33.9)
時に少し飲む 14(45.2)40(64.5)15(48.4)34(54.8)
飲まない 15(48.4) 3(4.8)｣ ***｣ 14(45.2) 7(ll.3)｣ ***｣
喫煙 吸ったことがない 31(100.0)45(72.6)31(10.0)45(72.6)
吸っていたが最近止めた 0( 0.0) 3(4.8) 0(0.0) 4(6.5)
時々吸う 0(0.0) 5(8.1) 0(0.0) 5(8.1)
毎日吸う 0 (0.0) 9(14.5)｣ *｣ 0( 0.0)｣ *8(13.0)_i
食べること かなりある 0( 0.0) 0(0.0) 1(3.2) 1(1.7)
への欲求 少しある 3(9.7) 4(6.5) 0( 0.0) 4(6.5)
あまりない 8(25.8)17(27.4) 9(29.1)20(32.3)
A群 :健康習慣高得点群
B群 :健康習慣低得点群
用する傾向がみられた｡
｢外食｣は､A群がB群よりも頻度が少なかった
(p<0.001)が､詳細にみると､A群は､しないものが
おらず､B群は3.1%であった｡ほとんどしないは､A
群51.6%､B群 8.1%であった｡｢塩分｣は､A群がB
群よりも有意に控えていた (p<0.01)が､詳細にみる
と控えていると答えたものはA群25.8%､B群6.4%で
あった｡ ｢栄養のバランス｣では､A群の方が､かなり
よいと自覚しており､B群は偏食を自覚している傾向が
みられた (p<0.01)が､詳細にみると偏食と答えたも
のは､A群は3.2%､B群は17.7%であった｡｢1ケ月の
体重増減｣は､両群とも半数以上が1-2kgの増減があ
り､差はみられなかったが､詳細にみると5kg以上の増
減は両群ともなかった｡｢食事回数｣は､両群とも3食
は1割前後しかおらず､1から2食と答えたものが多か
った｡
｢水分摂取量｣は､両群ともコップ3杯以上-1仙 C
が5-6割で最も多く､差はみられなかった｡｢飲酒｣は､
A群に比してB群に飲む傾向がみられた (p<0.01)が､
詳細にみると飲まないがA群45.2%に比し､B群は11.3
%であった｡｢喫煙｣は､A群に比し､B群は有意に吸
っていた (p<0.05)が､詳細にみると､毎日吸うがA
群がないのに対し､B群は13.0%､吸っていたが最近止
めたがB群は､6.5%であった｡｢食べることへの欲求｣
は､両群とも約90%がない傾向がみられた.
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2)排池 (表2)
1回目の調査結果では､｢排便｣は､両群とも1日1
回のものが約35%強であり､2日に1回のものと合わせ
ると約70%であった｡｢排尿｣は､両群とも1日4-6
回が最も多く､差はなかった｡｢排壮後の局部の衛生｣は､
両群とも少し気を配るが最も多く､差はみられなかった｡
｢排壮後の手洗い｣は､両群とも差はなく､いつもしっ
かり行うが最も多かったが､詳細にみるとA群は71%､
B群は51.6%であった｡｢排尿 ･排便への欲求｣は､両
群に差はなく､あまりない傾向がみられた｡
2回目の調査結果では､｢排便｣は､両群とも1日1
回のものが約35%強であり､2日に1回のものと合わせ
ると約70%であった｡｢排尿｣は､両群とも1日4-6
回が最も多く､差はなかった｡｢排壮後の局部の衛生｣は､
両群とも少し気を配るが最も多く､差はみられなかった｡
｢排壮後の手洗い｣は､両群とも差はなく､いつもしっ
かり行うが最も多かったが､詳細にみるとA群は54.8%､
B群は50.0%であった｡｢排尿 ･排便への欲求｣は､両
群に差はなく､あまりない傾向がみられた｡
3)清潔 (表3)
1回目の調査結果では､｢入浴｣は､両群とも全員が
毎日入浴していた｡｢洗髪｣は､毎日するものが両群と
もSD%以上であった｡｢清潔にすることに対する注意｣は､
両群とも言われないが最も多く､約50%であった｡｢身
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表2 排池に関する生活習情におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群n-31 B 群n-62 A 群n-31 B 群∩-62
<排壮> 1回目調査 2回目調査
排便 大体4日以上に1回 2(6.4) 3(4.8) 2(6.4) 6(9.6)
大体3日に1回 6(19.4)12(19.4)_7(22.6) 9(14.6)
大体2日に1回 12(38.7)25(40.3)10(32.2)25(40.3)
1日1回 ll(35.5)22(35.5)12(38.8)22(35.5)
排尿 2回以下か10回以上 0(0.0) 6(9.7) 0(0.0) 7(ll.3)
3回位か7.8回 7(22.6)17(27.4)10(32.3)17(27.4)
かなり変動あり 4(12.9) 3(4.8) 1(3.2) 5(8.1)
4-6回 20(64.5)36(58.1)20(64.5)33(53.2)
排壮後の かなり気を配る 14(45.2)20(32.3)12(38.7)23(37.1)
局部の衛生 少し気を配る 16(51.6)34(54.8)18(58.1)35(56.5)
あまり配らない 1(3.2) 8(12.9) 1(3.2) 4(6.4)
配らない 0( 0.0) 0(0.0) 0( 0.0) 0(0.0)
排椎後の いつもしっかり行う 22(71.0)32(51.6)7(54.8)31(50.0)
手洗い いつもさっと洗う 9(29.0)30(48.4)14(45.2)31(50.0)
さっと洗うが洗わないときもある 0( 0.0) 0(0.0 ) 0(0.0) 0 ( 0.0 )
ほとんど洗わない 0 ( 0.0) 0 ( 0.0 ) 0 ( 0.0) 0(0.0)
排尿 .排便 かなりある 3(9.7) 2(3.2) 0(0.0) 1(1.6)
への欲求 少しある 8(25.8)21(33.9) 5(16.1)19(30.6)
あまりない 12(38.7)29(46.8)14(45.2)30(48.4)
A群 :健康習慣高得点群
B群 :健康習慣低得点群
だしなみ｣は､A群は気を配らない､あまり配らないと
回答したものはいなかったが､B群は､あまり気を配ら
ないと回答したものが8.1%であったが差は認められな
かった｡｢きれいにすること-の欲求｣は､かなりある
が最も多く､差はみられなかったが､あまりないが､A
群6.5%､B群9.7%であった｡
2回目の調査結果では､｢入浴｣は､A群は全貞が毎
日入浴していたが､B群は､2日に1回が3.2%であった｡
｢洗髪｣は､毎日が最も多く､A群は90.3%､B群は
85･5%であった｡｢清潔にすることに対する注意｣は､
両群とも言われないが最も多く､約50%であった｡｢身
だしなみ｣は､A群は気を配らない､気をあまり配らな
表3 清潔に関する生活習情におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群∩-31 B群∩-62 nA=3q lnB=6#2
<清潔> 1回目調査 2回目調査
入浴 毎日 31(100.0)61(10.0)31(10.0)60(96.8)
2日に1回 0( 0.0) 1( 1.1) 0(0.0) 2(3.2)
過に2回 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0)
ほとんど入らない 0(0.0) 0( 0.0) 0( 0.0) 0(0.0)
洗髪 毎日 29(93.5)57(91.9)28(90.3)53(85.5)
2日1回 2(6.5) 5(8.1) 3(9.7) 8(12.9)
週に2回 0(0.0) 0(0.0) 0 ( 0.0) 1(1.6)
ほとんど洗わない 0( 0.0) 0( 0.0) 0 (0.0) 0(0.0)3 48清潔にする 毎日言われる 5 161 5 81 2 64
ことに対す 時々言われる 4(13.0) 9(14.5) 8(25.8)13(21.0)
る注意 たまに言われる 5(16.1)16(25.8) 6(19.4)15(24.2)
言われない 17(54.8)32(51.6)15(48.4)31(50.0)17 274身だしなみ かなり気を配る 4 452 18 290 2 37
少し気を配る 17(54.8)39(62.9)19(61.3)40(64.5)
あまりない 0( 0.0) 5(8.1) 0( 0.0) 5(8.1)
ない 0( 0.0) 0 (0.0) 0 ( 0.0) 0( 0.0)25 43きれいにす かなりある 17 548 27 435 16 516
ることへの 少しある 12(38.7)28(45.2)15(48.4)33(53.2)
欲求 あまりない 2(6.5) 6(9.7) 0 (0.0) 4(6.5)
ない 0( 0.0) 1(1.6) 0(0.0) 0( 0.0)
B群 :健康習慣低得点群
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いと回答したものはいなかったが､B群は､あまり気
を配らないと回答したものが8.1%であったが､差は認
められなかった｡｢きれいにすることへの欲求｣は､A
群は､かなりあるが最も多く､あまりない､ないはな
かった｡B群は､少しあるが最も多く､あまりないは
6.5%であった｡
4)活動 (表4)
1･回目の調査結果では､
｢1日の学習に関する平均
時間｣は､両群とも14時間
以上が60%以上と最も多か
った｡ ｢20分以上の運動｣
は､両群とも全くしないが
最も多かったが､詳細にみ
るとA群は58.1%､B群は
66.1%であった｡｢身体を
動かすことへの欲求｣は､
あまりないが最も多く､な
いと合わせると約80%以上
であった｡｢生活リズム｣
は､A群は､規則的が最も
多く41･9%であったが､甲
群は､ほほ規則的が最も多
く40.3%､不規則が25.8%
でA群が有意に規則的なも
のが多かった (p<0.01)0
2回目の調査結果では､
｢1日の学習に関する平均
時間｣は､両群とも14時間
以上が60%以上と最も多か
った｡｢20分以上の運動｣
は､両群とも全くしないが
最も多かったが､詳細に
みるとA群は67.7%､B
群は54.8%であった｡｢身
体を動かすことへの欲求｣
は､あまりないが最も多
く､ないと合わせると約
80%以上であった｡｢生活
リズム｣は､両群とも､
ほほ規則的が最も多く､
A群は38.7%､B群は
41.9%であった｡次いで
多かったのが､A群は規
則的で､B群は少し不規
則であった｡また､不規
則は17.7%でA群が有意
に規則的なものが多かっ
た (p<0.01)｡
5)休息 (表5)
1回目の調査結果では､｢起床時刻｣が､A群が午前
6時から7時の間が71.0%と最も多く､午前7時以降は､
3.2%であったのに対し､B群は午前6時から7時の間は､
38.7%で､午前7時以降が43.5%で最も多く､午前5時
表4 活動に関する生活習情におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群∩-31 B 群∩-62 A 群∩-31 B 群∩-62
<活動> 1回日調査 2回目調査
1日の学習 -8時間 1(3.3) 3(4.8) 0(0.0) 1(1.7)
に関する -10時間 1(3.3) 5(8.1) 1(3.2) 6(9.7)
平均時間 -12時間 9(29.0) 16(25.8)ll(35.5) 17(27.3)
14時間- 20(64.4)38(61.3)19(61.3)38(61.3)
20分以上の 毎日する 4(12.9) 1(1.7) 0 (0.0) 0(0.0)
運動 過 1回 4(12.9)10(16.1) 4(12.9) 19(30.6)
月1回 5(16.1)10(16.1) 6(19.4) 9(14.6)
全くしない 18(58.1)41(66.1)21(67.7)34(54.8)
身体を動か かなりある 0(0.0) 0(0.0) 0(0.0) 3(4.7)
すことへの 少しある 5(16.1) 9(14.5) 4(12.9) 9(14.6)
欲求 あまりない 15(48.4)35(56.5)18(58.1)28(45.2)
ない ll(35.5) 18(29.0) 9(29.0)22(35.5)
生活リズム 規則的 13(41.9) 0 (0.0)10(32.3) 4(6.5)
ほぼ規則的 8(25.8)25(40.3)12(38.7)26(41.9)
少し不規則 7(22.6)21(33.9) 5(16.1)21(33.9)
A群 :健康習慣高得点群 ***:p(0.001 **:p(0.01
B群 :健康習慣低得点辞
表5 休息に関する生活習慣におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群n-31 B 群∩-62 A 群∩-31 B 群∩-62
<休息> 1回目調査 2回目調査
起床時刻 -午前5時 0(0.0) 4(6.5) 0(0.0) 2(3.2)
-午前6時 8(25.8) 7(ll.3) 8(25.8) 5(8.1)
-午前7時 22(71.0)24(38.7)22(71.0)26(41.9)
午前7時以降 1(3.2)｣ * 27(43.5)**- ｣ 1(3.2)｣ * 29(46.8)**｣
就寝時刻 -午後10時 1(3.2) 3(4.8) 0(0.0) 1(1.6)
-午後11時 0(0.0) 3(4.8) 0(0.0) 2(3.2)
-午前0時 ll(35.5) 8(12.9)13(41.9) 7(ll.3)
午前0時以降 19(61.3)｣ n.48(77.5)S.｣ 18(58.1)｣ *52(83.9)*｣
起床の仕方 自分一人で起きる 15(48.4)34(54.8) 18(58.1)35(56.5)
超こされてすっと起きる 9(29.0) 7(ll.3) 4(12.9) 9(14.5)
起こされても起きるまで10分未満はかかる 5(16.1) 9(14.5) 3(9.6) 10(16.1)
起こされても起きるまで10分以上はかかる 2(6.4)12(19.4) 6(19.4) 8(12.9)
寝ることへ かなりある 27(87.2)54(87.1)29(93.5)53(85.5)
の欲求 少しある 2(6.4) 6(9.7) 2(6.5) 6(9.7)
あまりない 2(6.4) 2(3.2) 0(0.0) 3(4.8)
ない 0(0.0) 0 (0.0) 0 (0.0) 0 (0.0)
家族団らん よくある 15(48.4)13(21.0) 10(32.3) 17(27.4)
の機会 ときどきある 8(25.8) 18(29.0)15(48.4)15(24.2)
たまにある 7(22.6) 16(25.8) 6(19.3) 14(22.6)
ない 1(3.2)｣ *15(24.2)_｣ 0(0.0)｣ *16(25.8)*-.｣
休みの日の 休息する 17(54.8)25(40.3) 13(41.9)32(51.6)
使い方休息するこ 学習 1(3.3) 1(1.7) 4(12.9) 9(14.6)
アルバイト 5(16.1)ll(17.7) 3(9.7) 2(3.2)
娯楽 8(25.8)25(40.3)ll(35.5) 19(30.6)
かなりある 26 8 9 49 790 28 903 4 790
とへの欲求 少しある 5(16.1) 10(16.1) 2(6.4) 8(12.9)
あまりない 0(0.0) 2(3.2) 1(3.3) 4(6.4)
A群 :健康習慣高得点群 **:p (0.0 1 辛:p(0.05
B群 :健康習慣低得点群
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以前も6.5%と分散していた (p<0.01)0｢就寝時間｣は､
午前0時以降が最も多く､A群61.3%､B群77.5%で､
両群に差はみられなかった｡｢起床の仕方｣は､両群と
も自分一人で起きるが最も多かった｡｢寝ることへの欲求｣
は､かなりあるが両群とも約9割であった｡｢家族団ら
んの機会｣は､A群はよくあるが48.4%と最も多く､な
いは3.2%であった｡B群は､よくあるが21.0%と最も
少なく､ないは24.2%で差がみられた (p<0.05)｡｢休
みの日の使い方｣は､両群とも休息するが最も多く､次
いで娯楽､アルバイト､学習の順であった｡｢休息する
ことへの欲求｣は､両群ともかなりあるが最も多かった｡
2回目の調査結果では､｢起床時刻｣が､A群が午前
6時から7時の間で71.0%と最も多く､午前7時以降は､
3.2%であったのに対し､B群は午前6時から7時の間が､
41.9%で午前7時以降が46.8%で最も多く､午前5時以
前も3.2%と分散していた (p<0.001)｡｢就寝時間｣は､
午前0時以降が最も多く､A群58.1%､B群83.9%で有
意に就寝時間が遅かった (p<0.01)0｢起床の仕方｣は､
両群とも自分一人で起きるが最も多かった｡｢寝ること
への欲求｣は､かなりあるが両群とも約9割であった｡｢家
族団らんの機会｣は､A群はときどきあるが48.4% と
最も多く､ないは誰もいなかった｡B群は､よくあるが
27.4%と最も多く､ないは25.8%でB群は家族団らんの
機会がない傾向がみられた (pd.01). ｢休みの日の使い方｣
は､両群とも休息するが最も多く､次いで娯楽､学習､
アルバイトの順であった｡｢休息すること-の欲求｣は､
両群ともかなりあるが最も多かった｡
6)その他 (表6)
1回目の調査結果では､｢日常生活に影響を与える人｣
は､A群は学校の友人を挙げるものが41.9%と最も多く､
次いで両親で22.6%であった｡B群は､学校の友人が
50.0%で最も多く､両親は12.9%と最も少なかったが両
群に差はみられなかった｡｢自分の意志で行いにくい行動｣
は､両群とも睡眠が最も多く､次いでA群は排涯､休息
の順であったが､B群は､休息､排涯の順であった｡｢体
調が悪い時の対処｣は､両群ともすぐに病院へ行くが最
も多く､次いで民間療法で治す､様子をみる､市販の薬
を飲むであった｡B群は､次いで市販の薬を飲む､様子
をみるの順であった｡｢健康管理に関わる親からの注意｣
は､A群は､たまに受けるが最も多く35.5%､次いでよ
く受ける､受けないがともに25.8%であった｡B群は､
受けないが35.5%で最も多く､次いで時々受ける､たま
に受けるが25.8%であった｡ ｢日常生活行動についての
親の干渉｣は､A群は､少しあるが32.3%で最も多く､
次いでほとんどないであった｡B群は､少しある､ない
がともに29.0%で最も多く､次いでほとんどないが25.8
%であった｡
2回目の調査結果では､｢日常生活に影響を与える人｣
は､A群は両親を挙げるものが38.7%と最も多く､次い
で学校の友人で29.1%であった｡B群は､学校の友人が
48.4%で最も多く､両親を挙げたものは12.9%と最も少
なく､両群に差がみられた(p(0.05)0｢自分の意志で行
いにくい行動｣は､両群とも睡眠が最も多く､次いでA
群は排准､休息の順であったが､B群は､休息､排池の
表6 その他の生活習情に関する事項におけるA･B群比較と調査時期による比較
項 目 内 容 A 群∩-31 B群n-62 A 群n-31 B群∩-62
<その他> 1回目調査 2回目調査
日常生活に 両親 7(22.6) 8(12.9)12(38.7) 8(12.9)
影響を与え 学校の友人 13(41.9)31(50.0) 9(29.1)30(48.4)
る人 学校以外の友人 6(19.4)ll(17.7) 5(16.1)16(25.8)
その他 5(16.1)｣ n12(19.4).～.-.｣ 5(16.1)｣ 8(12.9)*｣
自分の意志 飲食 5(16.1) 7(ll.3) 4(12.9) 6(9.7)
だけで行い 排椎 9(29.0)15(24.2) 8(25.8)12(19.4)
にくい行動 清潔 0(0.0) 0(0.0) 1(3.2) 1(1.6)
睡眠 10(32.3)22(35.5)12(38.7)25(40.3)
休息 7(22.6)18(29.0) 6(19.4)18(29.0)
体調が悪い すぐに病院に行 く 24(77.4)37(59.7)22(71.0)37(59.6)
時の対処法 市販の薬を飲む 1(3.2) 5(8.1) 0(0.0) 0(0.0)
民間療法で治す 4(12.9)17(27.4) 6(19.4)21(33.9)
様子をみる 2(6.5) 3(4.8) 3(9.6) 4(6.5)
健康管理に よく受ける 8(25.8) 8(12.9) 7(24.2) 6(9.6)
関わる親か 時々受ける 4(12.9)16(25.8) 7(24.2)14(22.6)
らの注意 たまに受ける ll(35.5)16(25.8)12(38.7)21(33.9)
受けない 8(25.8)22(35.5) 5(12.9)21(33.9)
日常生活行 かなりある 8(25.8)10(16.2) 4(12.9) 6(9.6)
動について 少しある 10(32.3)18(29.0)16(50.0)20(32.3)
の親の干渉 ほとんどない 9(29.0)16(25.8) 4(12.9)22(35.5)
A群 :健康習慣高得点群 *:p(0.05
B群 :健康習慣低得点群
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順であった｡｢体調が悪い時の対処｣は､両群ともすぐ
に病院へ行くが最も多く､次いで民間療法で治す､様子
をみるで､市販の薬を飲むものは誰もいなかった｡
｢健康管理に関わる親からの注意｣は､A群は､たま
に受けるが最も多く38.7%､次いでよく受ける､時々受
けるがともに24.2%であった｡B群は､受けない､たま
に受けるがともに33.9%で最も多く､次いで時々受ける
が22.6%であった｡｢日常生活行動についての親の干渉｣
は､A群は､少しあるが50.0%で最も多く､次いでない
であった｡B群は､ほとんどないが35.5%で最も多く､
次いで少しあるが32.3%であった｡
Ⅳ.考 察
1.学生の生活習情の特徴
柴原ら11)は､看護系短大生 160名を対象に調査を行い､
看護を目指す学生は ｢同世代の若者と比べると望ましい
行動をしている｣と指摘している｡今回の2回の調査に
おいても､高い健康習慣得点の学生12.9%は､食事に関
する生活習慣では､半数以上が ｢朝食に主食と副食をき
ちんと食べる｣､｢間食をほとんどしない｣､｢外食をほと
んどしない｣､｢塩分を控えている｣､｢栄養のバランスは
よいと思う｣､｢飲酒をしない｣､という回答をしており､
喫煙の習慣もみられなかった｡また､活動に関する生活
習慣では､約6-7割が ｢生活リズムは規則的だと思う｣
という回答であった｡休息に関する生活習慣では､約9
割強の学生が ｢午前7時までに起床している｣という回
答であった｡また約7-8割が家族団らんの機会がある
との回答であった｡
これらの回答をした学生は､桂ら12)の報告にある看
護学生の回答よりも高い健康習慣得点であったことから
も､健康習慣得点が高い学生においては､柴原のいう "香
護を目指す学生"は当てはまるのかもしれない｡
しかし､健康習慣得点の低い25.7%の学生は､食事に
関する生活習慣では､半数以上が ｢朝食は時々食べない｣､
｢間食をする｣､｢外食をする｣､｢塩分は控えていない｣､｢偏
食をする｣､｢飲酒をする｣､という回答をしていた｡喫
煙の習慣は約2割にみられた｡また､活動に関する生活
習慣では､半数以上が ｢生活リズムは不規則,やや不規
則だと思う｣という回答をしていた｡休息に関する生活
習慣では､約半数近くが､｢午前7時以降に起床している｣
と答えていた｡また2割強が､｢家族団らんの機会はない｣
と回答していた｡
つまり､健康習慣得点が低い学生は､柴原のいう "香
護を目指す学生"は当てはまらない｡つまり､学生の健
康習慣得点にはばらつきがあり､ひとくくりには柴原の
いう 看`護を目指す学生"は当てはまらないといえる｡
健康習慣得点の高い学生と低い学生の違いは､｢食事｣､
｢活動｣､｢休息｣に関する生活習慣に特徴があるといえる｡
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つまり､健康習慣得点の高い学生は､低い学生よりも､
健康に影響する ｢朝食｣｢間食｣｢外食｣｢塩分｣｢栄養の
バランス｣｢飲酒｣｢喫煙｣｢生活リズム｣｢起床時刻｣の
生活習慣に関してよりよい傾向があると認識していると
いえる｡
また､1回目と2回目の調査結果に違いがみられた生
活習慣があった｡違いがみられた生活習慣は､食事に関
しては､｢間食｣と ｢お茶･牛乳以外の飲み物｣において､
健康習慣得点の高い群が低い群に此して有意な差がみら
れていたが､2回目の調査では差がみられなくなってい
た｡また､ ｢塩分｣においても有意差こそ認められては
いるが､健康習慣得点の高い群では､1回目の調査では
｢控えている｣が51.6%であったが､2回目の調査では､
25.8%であった｡他にも ｢飲酒｣では両群間に差こそ認
められてはいるが､詳細にみると健康習慣得点の低い群
で､｢飲まない｣と答えたものが1回目4.8%が､2回目
は､ll.3%であったなどの違いがみられた｡活動に関す
る生活習慣においても､｢20分以上の運動｣が 1回目の
調査では､健康習慣得点の低い群で ｢全くしない｣が
66.1%､2回目の調査では､54.8%であり､｢週 1回の
運動をする｣が1回目の調査で16.1%､2回目の調査で
は､30.6%で違いがみられた｡また ｢生活リズム｣にお
いては､健康習慣得点が高い群が ｢規則的｣と答えた割
合が1回目の調査では41.9%､2回目の調査では32.3%
であり､健康習慣得点が低い群は1回目の調査では､｢規
則的｣と答えたものは､一人もおらず､2回目の調査で
は､6.5%であった｡
日野原13)は､人に健康に関する学習のニーズが生じ
てくる条件の1つとして ｢ある種の行動が自身で実行で
きそうに思われ､それによって疾病が予防されるか､あ
るいはかかっても重症にならずに済むと考えられた場合｣
を挙げている｡今回の1回目と2回目の調査結果の違い
が､仮に2回の調査票を自己記入するという行為によっ
て生じたものであったとすれば､生活習慣に関する調査
票の記入は､健康習慣の高い学生には安心させる材料に
なったり､健康習慣の低い学生には､生活習慣を見直す
材料になったりと､何人かの学生には影響があったのか
もしれない｡一方､排壮や清潔に関する項目では､2回
の調査結果に､ほとんど相違はみられなかった｡このこ
とからも､日野原のいう人に健康に関する学習のニーズ
が生じてくる条件は､生活習慣によって相違があると考
えられる｡
2.研究の限界
今回の質問紙の回収率は､2回の調査とも98.4%であ
った｡研究方法として､結果を学生に返却する目的から
記名式としたことが学生の研究への参加決定が100%自
由意志で行われたかについては疑問の残す結果であった｡
また､2回目の調査が1ケ月後の1回であった｡学生は
前回の回答を頭に思い出して､前よりも意識的によい回
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答をした可能性も否定できない｡また､生活習慣の回答
は､質問紙調査によるものであり､学生の実際の生活行
動を観察したものではない｡そのため､どれだけ学生が
事実を記入しているかは走かではない｡これらの影響を
ふまえて今回の結果を捉える必要がある｡ただ､学生の
生活習慣の特徴のうち､｢喫煙｣や ｢運動｣､｢生活リズム｣
など一部の生活習慣における1回目と2回日の調査結果
に相違がみられたことから､健康習慣得点の高い学生は､
1回目の質問紙への記入で自身の生活習慣に安心したの
か､2回目の質問紙への回答では生活習慣がやや乱れて
いたことが推察される｡一方､健康習慣得点の低い学生
は､1回目の質問紙への記入で自身の生活習慣を見直せ
たのか､2回目の質問紙への記入で自身の生活習慣を改
善したことが推察される｡また､2回の調査結果がほと
んど類似していた生活習慣もみられたことから､あまり
影響を受けない生活習慣があることも推察される｡
成人の生活習慣は､個人が今までに身につけてきた習
慣が大きく影響し､個人の行動上の好みの感覚というも
のが､自らの乳幼児期からの生育史の中で刻印されたも
の14)であることから考えると､生活習慣の改変は決し
て容易なものではない｡しかし､生活習慣の種類によっ
ては自身を振り返ることで､一時的にせよ影響を受ける
可能性はあるといえる｡
おわりに
学生の健康管理を考えていく上で､学生の実態を知る
ことは､とても重要な意味をもつ｡ただ､研究遂行にあ
たっては今回 ｢元教師と学生｣の関係であり､直接的な
利害関係はないと思われたが､結果からみると学生にと
っては心情的に自由を束縛された可能性は否定できなか
った｡このことを考えると学生全体の生活習慣を知ると
いう研究遂行は､倫理的側面から考えると限界がある分
野であり､慎重になされなくてほならないと痛感した｡
また､学生の日頃の生活習慣を正しく把握するために
は､調査期間を1ケ月だけでなく､研究協力の得られた
学生を3か月､6ケ月､1年と経過を追って質問紙調査
と生活行動の実際を合わせた調査をしていく必要がある
と思われた｡
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